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県内経済雇用情勢について 

 

産 業 政 策 課 

 

 

１ 概 況（平成２８年７月分） 

  県内経済は、個人消費は全体としては横ばいに推移し、製造業はやや弱含みの動きと

なっており、雇用は、７月の有効求人倍率が１.２２倍と高水準で推移している。 

 

２ 県内経済動向調査結果 

（１）製 造 業 

医療機器など一部で好調に推移しているものの、海外向け製品に円高等による影響 

がみられ、やや弱含みの動きとなっている。 

○ 電 気 機 械 ··· 海外向け製品に円高等による影響がみられ、やや弱含みの動き

が続いている。 

○ 輸 送 機 械 ··· 総じてやや弱含みの動きとなっており、前年同月を下回ってい

る。 

○ 木材･木製品 ··· 一部で持ち直しの動きがみられ、前年同月を上回っている。 

（２）建 設 業 

公共投資は２か月ぶりに前年同月を下回った。 

   ※住宅着工戸数（７月） 

     住宅着工戸数は全体で３６７戸（前年同月比８．７％減）となっている。 

（３）小 売 業 

全体としては、横ばいの動きとなっている。 

 ○ 飲 食 料 品 ··· 一部でイベント等が好調だったことから、前年同月を上回って 

いる。  

 ○ 家 電 品 ··· 一部で落ち込みがみられるものの、全体としては前年同月並み 

の水準となっている。 

※新車登録台数（７月） 

  乗用車は増加したものの、軽自動車が減少したため、前年同月に比べ２．７％ 

減となっている。 

（４）サービス業 

 一部でやや弱含みの動きがみられるものの、全体としては横ばいの動きとなって 

いる。 

○ 旅館･ホテル ··· 一部で婚礼等が好調だったことから、前年同月を上回っている。 

○ 運 輸 ··· 総じてやや弱含みの動きとなっており、前年同月を下回ってい 

る。 
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５．物価 ６．賃金 

 

 

７．新規高卒者の県内就職状況（７月末現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現金給与総額（各年６月） 

有効求人倍率の推移 倒産件数の推移 

資料：秋田労働局「一般職業紹介状況」 資料：(株)東京商工リサーチ「秋田県企業倒産状況」 

資料：秋田県調査統計課「秋田県鉱工業生産指数」 

 

 

 

秋田市の消費支出の推移（H27=100） 

資料：総務省「家計調査」 

秋田市消費者物価指数の推移（H27=100） 

資料：総務省「消費者物価指数」 資料：秋田県調査統計課「毎月勤労統計調査」 

資料：秋田労働局「新規高校卒業者職業紹介状況」 
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求職者数（県内） 

求人数（県内） 

県内就職希望者数 
            
    1,616   人 
 
（前年同期比  +8人） 
 
県 内 求 人 数  
         
    3,012   人 
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県 内 就 職 希 望 率  
 
   6 7 . 4   ％  
 
（ 前 年 同 期 比 ± 0 p t ）  
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新世代航空機部品製造拠点創生事業の実施体制について 

           

地域産業振興課 

 

 

  秋田大学の技術シーズ活用による新世代航空機部品製造拠点創生事業につい

て、技術開発を円滑に進めるため、専門的な見地から各開発過程で緊密な連携

調整を図る必要があることから、以下のとおり管理法人に委託し、一元的な管

理運営を行うこととした。  

 

１ 委託業務の内容 

 ① 管理運営 

 ② 複合材の成形技術の開発 

 ③ 複合材の接合検査技術の開発 

２ 管理法人 

  株式会社インテリジェント・コスモス研究機構（ＩＣＲ） 

３ 委託金額 

  ２００，２４０，６６２円 

４ 委託期間 

  平成２８年８月３１日～平成２９年３月２１日 

５ 実施体制 

                          

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

６ 役割分担 

実施内容 実施機関 

管理 

運営 

管理運営  

4,596 千円  

ＩＣＲ 

成形

技術 

微小金属体製造装置の開発  

48,886 千円 

秋田大学、産業技術センター、  

日本精機 

複合材加熱成形装置の開発  

105,361 千円 

秋田大学、産業技術センター、  

三栄機械 

検査

技術 

複合材の接合検査装置の開発  

     41,397 千円 

秋田大学、秋田県立大学、  

三栄機械 

 

ＩＣＲ（管理法人）  

秋
田
大
学 

秋
田
県
立
大
学 

日
本
精
機
㈱ 

㈱
三
栄
機
械 

秋田県産業技術センター  

（
研
究
統
括
） 
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県の公募等に係る風力発電事業の進捗状況について

資源エネルギー産業課

１ 未利用県有地等における風力発電

（１）県有地

平成２４年度に県有地を対象に事業者の公募を行い、選定した株式会社風の王国・

男鹿の事業については、発電設備の建設と東北電力送電線への接続工事を終え、年内

の運転開始に向け、試験運転中である。

○事業計画の概要

・地 域：男鹿市船越（約６５ｈａ）

・発 電 規 模：７，４８０ｋＷ

・スケジュール：平成２７年度 建設工事着手

平成２８年度 運転開始予定

（２）県有保安林

平成２５年度に県有保安林を対象に事業者の公募を行い、株式会社ウェンティ・ジ

ャパンと株式会社Ａ－ＷＩＮＤ ＥＮＥＲＧＹを選定した。

①株式会社ウェンティ・ジャパンによる発電事業

平成２８年５月に、「秋田潟上ウィンドファーム合同会社」を設立し、現在、建設

工事着手に向け、環境影響評価法に基づく評価書手続き及び森林法に基づく保安林解

除等に向けた手続きの準備中である。

○事業計画の概要

・事 業 名：（仮称）秋田・潟上ウィンドファーム風力発電事業

・地 域：潟上市【出戸浜海水浴場付近 以南】・秋田市（約３６０ｈａ）

・発 電 規 模：最大６６，０００ｋＷ

・スケジュール：平成２６年度 環境影響評価法に基づく手続きの開始

平成２８年度 建設工事着手予定

平成３０年度 運転開始予定

②株式会社Ａ－ＷＩＮＤ ＥＮＥＲＧＹによる発電事業

建設工事着手に向け、環境影響評価法に基づく評価書手続き及び森林法に基づく保

安林解除等に向けた手続きの準備中である。

○事業計画の概要

・事 業 名：（仮称）潟上海岸における風力発電事業

・地 域：潟上市【出戸浜海水浴場付近 以北】（約２７０ｈａ）

・発 電 規 模：最大４４，６５０ｋＷ

・スケジュール：平成２６年度 環境影響評価法に基づく手続きの開始

平成２８年度 建設工事着手予定

平成３１年度 運転開始予定
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２ 洋上における風力発電

（１）港湾区域（秋田港、能代港）

平成２５年度に秋田港と能代港における適地を設定し、平成２６年度に事業者の公

募を行い、選定した丸紅株式会社の事業については、平成２８年４月に同社が「秋田

洋上風力発電株式会社」を設立し、７月には県内企業８社を含む１３社が出資するこ

とを決定した。

引き続き、新会社において環境影響評価法に基づく現況調査など、事業化に向けた

各種調査が進められる。

○事業計画の概要

・事 業 名：（仮称）秋田港洋上風力発電事業

（仮称）能代港洋上風力発電事業

・対 象 海 域：秋田港湾区域内（３５１．４ｈａ）

能代港湾区域内（３７８．０ｈａ）

・発 電 規 模：秋田港 最大６５，０００ｋＷ

能代港 最大８０，０００ｋＷ

・スケジュール：平成２７年度 環境影響評価法に基づく手続きの開始

平成３０年度 建設工事着手予定

平成３３年度 運転開始予定

（２）一般海域（沖合洋上）

平成２６年度に着床式洋上風力発電の候補として設定した一般海域において、平成

２８年３月２２日に、株式会社大林組より、当該候補海域の一部で洋上風力発電計画

を検討するための協力要請があり、県は各種調査の実施に当たっては、必要な協力を

行うこととした。

この洋上風力発電事業については、現在、環境影響評価法に基づく方法書の手続き

が進められている。

○事業計画の概要

・事 業 名：（仮称）秋田県北部洋上風力発電事業

・対 象 海 域：能代市浅内沖、三種町八竜沖、男鹿市若美沖（約５９ｋ㎡）

・発 電 規 模：最大４５５，０００ｋＷ

・スケジュール：平成２７年度 環境影響評価法に基づく手続きの開始

平成３２年度 建設工事着手予定

平成３５年度 運転開始予定
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【 参 考 】 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船越水道 

秋田港 

出戸浜海水浴場 

県有地 

（延長約２ｋｍ、面積約６５ｈａ） 

（株）風の王国・男鹿 

県有保安林 （南側） 

（延長約６ｋｍ、面積約３６０ｈａ） 

（株）ウェンティ・ジャパン 

県有保安林 （北側） 

（延長約６ｋｍ、面積約２７０ｈａ） 

（株）Ａ－ＷＩＮＤ  ＥＮＥＲＧＹ 

貸付した県有地・県有保安林の概略図  
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秋田港（港湾区域） 

能代港（港湾区域） 

秋田港・能代港における洋上風力発電の導入適地 
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秋田北部洋上風力発電事業実施想定海域 

秋田北部洋上風力発電事業実施想定海域 

約５９ｋｍ２ 
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力
開

発
基

本
計

画
」や

「第
２

期
ふ

る
さ

と
秋

田
元

気
創

造
プ

ラ
ン

」、
「秋

田
県

中
小

企
業

振
興

条
例

」、
「あ

き
た

未
来

総
合

戦
略

」と
の

整
合

性
を

図
り

な
が

ら
、

本
県

に
お

け
る

職
業

能
力

開
発

に
関

す
る

基
本

と
な

る
計

画
と

し
て

策
定

 

国
の

「
第

１
０

次
職

業
能

力
開

発
基

本
計

画
」
 

労
働

力
と

雇
用

を
め

ぐ
る

動
向

 

職
業
能
力
開
発
の
方
向
性
と
基
本
的
施
策

 

（根
拠

法
令

）
 

職
業

能
力

開
発

促
進

法
第

７
条

第
１

項
 

（計
画

期
間

）
 

平
成

２
８

～
３

２
年

度
（５

年
間

）
 

  １
 

成
長

が
見

込
ま

れ
る

分
野

の
人

材
育

成
 

 
 

・今
後

高
い

成
長

が
見

込
ま

れ
る

輸
送

機
関

連
（航

空
機

・自
動

車
）産

業
、

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

な
ど

を
担

う
意

欲
の

あ
る

人
材

を
育

成
 

  ２
 

地
域

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

も
の

づ
く
り

分
野

の
人

材
育

成
 

 
 

・技
術

専
門

校
が

地
域

に
開

か
れ

た
職

業
能

力
開

発
の

中
核

施
設

と
し

て
、

地
域

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

産
業

人
材

を
育

成
 

  １
 

若
者

の
職

業
能

力
開

発
の

推
進

 

 
 

・新
規

学
卒

者
、

ニ
ー

ト
等

若
年

者
の

個
々

の
特

性
に

応
じ

た
訓

練
の

実
施

 

  ２
 

女
性

の
職

業
能

力
開

発
の

推
進

 

 
 

・女
性

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

職
業

訓
練

の
実

施
 

  ３
 

高
齢

者
の

職
業

能
力

開
発

の
推

進
 

 
 

・高
齢

者
の

意
欲

や
能

力
に

応
じ

た
再

就
職

に
向

け
た

支
援

 

  ４
 

障
害

者
の

職
業

能
力

開
発

の
推

進
 

 
 

・障
害

者
の

個
々

の
特

性
を

踏
ま

え
企

業
等

の
現

場
を

活
用

し
た

訓
練

の
実

施
 

  １
 

離
職

者
等

に
対

す
る

職
業

訓
練

の
充

実
強

化
 

 
 

・求
人

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
多

様
な

訓
練

コ
ー

ス
の

設
定

や
受

講
機

会
の

拡
大

 

  ２
 

離
職

者
等

職
業

訓
練

受
講

者
の

早
期

就
職

の
促

進
 

 
 

・公
共

職
業

安
定

所
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

早
期

再
就

職
の

一
層

の
促

進
 

  １
 

労
働

者
の

主
体

的
な

能
力

開
発

の
支

援
 

 
 

・国
、

事
業

主
等

と
連

携
し

個
人

の
主

体
的

な
能

力
開

発
・向

上
を

支
援

 

  ２
 

企
業

等
に

対
す

る
職

業
能

力
開

発
の

支
援

 

 
 

・在
職

者
訓

練
や

認
定

職
業

訓
練

の
充

実
の

ほ
か

、
事

業
主

が
自

ら
行

う
職

業
能

力
開

発
を

促
進

 

  ３
 

若
者

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

 

 
 

・職
場

見
学

会
等

を
通

じ
た

職
業

観
の

醸
成

や
職

場
定

着
の

促
進

に
向

け
た

取
組

 

  １
 

技
能

検
定

制
度

の
普

及
と

若
年

技
能

者
の

育
成

 

 
 

・技
能

検
定

の
受

検
促

進
と

、
若

年
者

も
の

づ
く
り

競
技

大
会

等
へ

の
参

加
促

進
 

  ２
 

技
能

尊
重

気
運

の
醸

成
 

 
 

・表
彰

等
に

よ
る

技
能

者
の

社
会

的
評

価
の

向
上

と
、

も
の

づ
く
り

の
素

晴
ら

し
さ

の
啓

発
 

  ３
 

学
校

教
育

と
連

携
し

た
も

の
づ

く
り

に
対

す
る

意
識

の
醸

成
 

 
 

・児
童

、
生

徒
へ

の
も

の
づ

く
り

の
関

心
を

深
め

る
機

会
の

提
供

 
平

成
２

８
年

４
月

２
８

日
厚

生
労

働
省

告
示

第
２

１
９

号
 

 

秋
田

の
産

業
を

支
え

る
人

材
の

育
成

 
 

方
向

性
 

１
 

「
全

員
参

加
の

社
会

の
実

現

加
速

」
に

向
け

た
多

様
な

人
材

の
就

業
拡

大
の

支
援

 
 

方
向

性
 

５
 

技
能

の
振

興
と

次
世

代
の

育

成
支

援
 

方
向

性
 

４
 

生
涯

を
通

じ
た

キ
ャ

リ
ア

形
成

へ
の

支
援

 方
向

性
 

３
 

雇
用

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
と

し

て
の

職
業

能
力

開
発

の
推

進
 

方
向

性
 

２
 

基本的施策 基本的施策 基本的施策 基本的施策 基本的施策 
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